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146.昭和61年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 5

52，弥生時代中期の玉作り遺跡

守山市矯磨図 婚麿回東遺跡

野洲川西山方に~.まれる ìiif西ニュータウン{;I:、近年

の大~悦なH~J~によって生まれた新興の集落地で、そ

れに1[(似するように帰瞬間*遺跡、は分布する。当遺跡

は縄文H年代後lUJから荻良時代に至る築洛跡として周知

されているが、昭和54年の蹴1i.によって、弥生時代中

期~古航時代中WJにかけて形成された竪穴住居群が検

出された.そして、特記すべき成果として、玉作リ工

房を容易にえ~t~できる初玉、r:t石原、石やそれを用材と

する玉製品、米製品、フレークの多数の出土をみた.

きて、今回の凋炎は遺跡分布の西辺の目安とされる

県道:浜東一大il!線 (琵琶湖大総取付道路)の西側隣接

地で笑総した.水田区画を無線し・湖俸に伸びる道路の

ため利災地(J也白水問地)は三角形状を呈する.耕作、

包含土1M約60cm下から、よ羽市 9~.~ (SK-1-9)、井

戸 l ~J; (SE - l) と }j I移M，J h'，~芸 1 :JJi (SX-l) 

rJ~ 1糸 (SO-l)の 211年j仰の巡航を検出し、前者を

~*生11寺代中ml米、後手Tを後JUI前半の jifr;mと秘えた。土

品，9(からは多数のよ総~!ìの他、サヌカイト、 i氏紋岩 、 ア

プライトのイT世~ ，日、米製品の : 11土があった。流紋岩は

鯛査平面図

ス 1)切り工伎を縫て方体状を塁し、北陸穫で、玉製品

の用材として搬入されたものと巧・えられる.

一方方形周j海辺{晶、極めて綬俄に傾斜し{民地化する

地形上に築迭されている. iけ犬nl~中位北京1I品リに主体

苦ßI1)痕跡がみられ、 mrjY~の 41隅{判長化する。現状では

1 越のみの検出であるが、 -1ヒ~.yカに向け、1t~域として

の拡がりが推iJIIIされる。

以上概裂を記したが、今回の制訟によって当i立跡の

分布が更に西"))に拡大することがli.(~!t~.でき、弥生時代

後mJにおける集必に関わる ，，~~械に泡!~できそうだ。今

後検証すべきところは多いが、 ft'1'¥な資料と言えよう。

(守山市教育委長会岩崎 茂)

53，古墳時代の集落跡も検出

守山市横江 機江遺跡

滋賀県住宅供給公祉の宅地造成に f~'い昭和58年度か

ら調査を行っている織江遺跡は、今年度で4年 8に当

たり、 5，叩0111'を.t.t U<に ，~1i を行っ た 。

今年度はまず第14:岡倉区を設定したが、当潟査区で

は昨年度調査した~13i潟従区と同級に、織によって区

画された屋般地と、そtLIニf'I!なう樹立住建物跡.溝、

土統芸手が検出された.屋敷地は25mX50mである。当

i務先区のitdtに{立iUする区Illij訪れま幅 3.501、深さ 1 m

の大きなものである.そして $B-l、SB -2!まliIl
石を用いている。i立物としては上側11ft、，'，1.¥色土日号椀、

?if泌がt片口鉢、 I'f倣、I'J般、 1.1在、納得があリ 、13C

後半-14C初:if(のむのでめる。

次に第14制作区に|流彼してW， 1 51拘伐~を設定した。

ここでは中世の法制』としては~fkll'} 小怖のみであった。

m14i制作区とは先述のl丘i~ÎÎil"~で分けられており、ニの

区闘機が横江遺跡;のrl'l!!:-UH高と外部とを画する織と考

えられる。当部:J.ff.区では、おJfl時代前半期の械sl.柱建

物跡、 }]lf~ f.ljJ i持 ~( 5 ~出 ) 、 j二郷、 tJ品、 ヒットと、古.tJ't

時代後半期の1[1河辺を検出した.lOi百I道からは土師会持、

~r(恋器、 オミ ~ii カ‘ tll土した.

今年肢の成'*としては、第14悶1t区で続たに械で区

画された係数地を検出したこと、お14泊:1_i:区と第15調

査区との関係で当追跡における'1'世 !IH誌の境界の一緒

がおさえられたニと、，1;!Jl時代 JI~滋の級制がつかめた

ζ と、 111彩f.lji，Y.~~を倹:H し たニとがあげられよう 。

(側)滋 rIV;~文化財保必協会総 紛也)
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内に、小唱のdlfに iえ鉢でf訟をした L のを.n\~註していた.

このi草備の検:11池点(;t62年度に継続して潟資を行な
54.古墳時代初頭の竪穴式住居群

栗東町高野 志野遺跡 う範聞に隣接して必 1) 、今後の;WUf.に JI1I~.寺がもてる.

高野ill~専は~*田I河野に ;;ñ-{，' する i立跡である.調査

は県道辻ー高野線改良工・I~に伴って尖hì1iされた。議主主

:tHUI包はが:J2.800nずである.結果{孟北織にili:1立以降と

思われる.i1:$毒物師閲巡のjr1挑と忠、われる中央にスラグ

を大;止に包含するIj形のJニtえを必き 、そのli1jj別にだ問

形のi菜さに二仁tii.を同しように取リ Hけた形の土tえが検

出された.当地の中心的II.~代となる合併時代初頭の逃

桃{ま、ぷ'J.i!りのfl:1iゃt件、!説穴式ftJ，川町、が4隙験出さ

れた。 ~I' て._ (， "&í\:ェ:~f ì:)，~'I;t 1 ;116川 -10m、深さ60cm

-80cmと大腿悦なむのが多〈、中央にj長い土坑を持つ

l'日本十 1:でm11i1J にI:，~i件につづき))/杉のI!'ì!政穴を持つ。ょ

の地方でのJJl.!.J附1りな引のものが検111さHた。また、制

作区の南端に iiいては11世紀ぷの!.l.¥色土際協と土自in){*

mを f'l' なうれ:í'\ {作やÎtV~あとむ検出した.

(附iゑt1~'It.文化財保必協会水戸別t好}

検出された堅穴式住居跡

55.縄文時代前期の聾棺か?

ζの他、む干のピ ットが検出されたが、つながリは不

明である。

なお、当絢護J也に際機して 2ヶ所で発J紙調盆が実施

されているが、造物{;t少{，(~.がら 1111'同時期のものと

巧えられる。また、いずれの;v.~伐他において b一面に

風倒木がJ.!. られ、この{サla:-'~Wが当 11手陣化し、本林を

形成していたことカ叩dい知Jlる.

(倒l)i~n~，t文化I!~'f~，.使協会 JI・上 洋介)

56.柵 ・溝に囲まれた建物群検出

3事湾市下王手 観音堂廃寺遺跡

Y-i:lnli北詰11の'i;内生}，'Jjll {;t、1'1).nt~~:院が数多〈所イ1 : す

ることても者:名であるが、調fr:でそのjIJI'(，:が(lIlI認できた

のは 、 花摘 .'Plj~ .';:、 ~i(光 ，'i:跡、悦?): '~ :i:J媛、干の 31列にす

ぎない。

下守阿IのWI.7~: ':~; fi~ヲ'ì:{;t， 、ニf1lfl'4 1Jの.'i'J戒が機認され

ている.内部の状況は不'~j であったが今 l凶、鋭T干.~tJ.克

内地に必いて訓伐の機会をl!Jることが111米たので以下、

調伐の慌時を記す.

j釦11 された j立hY~li 、ゐ;、，ì: ft建物 3 、婦列 2 、 fM事 2 、

J去底状i立椛 l等があるo ul:物{主、 IlIl'I'iJ伎i;t(にif(絞し

て主主てられて .1:;1)，也物)jf立は、守.:tJ或と同じであり、

建物周聞には繍列およびi休地、jSるLのと 4・えられる

性穴内には、問if(弧文'tl'-'I<j.五、・1<l{. '!i;カ・紋[li11t1に使

用されているが創~.llll.ÿのぬ.i止である可能性I;tfJl日、‘
lMl't状j立W/.I!、阪祭{主総されていないが、比較的問

くしまった80cm伐の縦J:である。'，11U:1勾からの，'I¥-l:土

保から、 2Elt;完治~.，'It 1.， -filJlillll. yのむのとは LI¥、制いも。

今|司{止 、 残念ながら ftIJ~.ß 1I与の /j6i Jltこそ限必すること

草津市j奪回江 望書回江湖底遺跡 は:U来なか ったが、午院のlflf絡をX)!¥、""る資料をねる

当jG湖、Iま11何千11581I'.J!l:の水Ij'，UI，Jff.によって発見された ことが:l¥米、その成吠ーは大きいといえる。

j立跡である。樋I"V也日立の ・Ji.，jiJ，m，jf'r.として 、今1111発扱li湖 ( ，'，'(il川i教u':t!H会 小山 U，子炉)

ftが行なわ ~l 、 ;~ti 文11年代liíjJUJの ;ll物包合同が訓'fr:J-也会

.Ií~にわたうて目。[泌されたの

iim?と

して~i符

なむのは

少ないが

必と行え

らilるむ

のか 1J，t~ 

験出され

た.こil

Ii JfU'f2.5 

mの上峨 朱彩土脅告の出土状況
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遺構検出状況



57 標高81.5mで縄文後期の包含層

草津市宏、那中 宏、那湖底遺跡(宏、那北その 2工区)

五!;.1)I1湖底遺跡 l立、 J.þ:津市芯~JlI町地先の湖岸及びi対I I'þ

を中心とした遺跡、である。 i立幼‘のilti!殴11、数回にわた

る滋l{l'11"教育委員会による試掘制獲の結集、北{まtjft岡

江i湾の南側より、法、J郎中町地先、志郎町地先 を経て、

七条主liQ)北1ft11にまで及ぶ南北に長〈延びることがわか

った。今回の発掘調訟は 、 志~JlH州政起I跡のなかでも 、

北IWJ伝あたるms分で、芯聾I1町の北II!IJ、五三郎中町地先に

位置する。昭和61年l支の発掘節母校では、縄文時代後期

を中心とした造物包含j習が検出されており 、今回の側

室tも、昭和61年肢の湖笠を踏まえて行ったものである。

鈎資{主、鏑矢板でH:切られた中を抑制するとし、う方法

で行った。縄文H寺代後期のi立物包含f習は、機高81.5m

のところで検出された。包含!習は、砂磯階から日えって

お 1) 、厚さは:if-t~Jで30cm訟である 。 出土した逃物li 、

縄文時代後期を中心とした土総である 。 i立物~J表現が行

われていないために、土r.f::の具体的な憎まに名 lま不l切で

あるが、縄文i時代後WJrド2誌にあたる北白)11上j晋式が大

半であった。 しかし、なかには、大阪府堺市凹ツ池i立

幼:で11¥土している、間ツ池式と 11乎ばれるものに綴似す

る土総も数点出二上している。土若草の残存状態li良好で

あるが、完Jf~ If:，となるものはなかった。ま た、 i立総面

と考えられる府からはi立総は検出されなか った。昭和

60年度でもi立備は検出できなかった。設定したトレン

チのrl.'で、j立物包含!習を検出したil百の尚さを3十日111して

みると、いずれら泌1~I~ lilIJ が高〈、 il~JWfHlJが低いという

fi貨が取れた。このことは、 iliJJll'fi!lJにおまリがあリ、こ

の日まりに生活跡を伺わせる痕跡があるのて"1まないか

と考えられる。

(腕i占2F{県文化財保J妥協会 話モ良 俊哉)

出土した縄文式土~

58.溝内より多量の瓦片出土

草津市芝、那中 念、那湖底遺跡(志那北その 2(110ヱ区)

志郎湖!的立跡については、 "IH1l60年度に発抑制査が

行われておリ、今回の絢査も、この調設を前従として

行 勺た。今回の対象地区は、芯都中町地先のi却l停で、

海閥江i符の南側にあたる昔日分である。

昭和60年度の発掘liloHをは、 iNl際援昔11の北日IIJにお革殺す

る塊胸水路部分について行った。今回lま、湖岸堤昔日に

ついての発侃調査である。発掘調主主は、 S凶矢板で仕切

られた中を綴i削し溺殺を行うという方法て¥株高82m

付近ま でサ~1~自IJ し た 。 ニの中で撚百万83 . 5111 付近で泣物包

含J習が検出さ札、ぬ生時代rl'J明か らi1i:世までのi立物が

a¥ニヒした。 この造物包含閉めJこ削は、rYL釈のiliJlI表揃と

一致しており、遊物もlお減が者しいむのであった。し

かし、この包含1Mをが~J I 0cmf'，q届削したf去に弥生時代中

mlと、 rtif_j'tI時代中mlから奈良l時代までの椛をそJ.lぞれ

一条づっ検出した。 このj主総が検出されたIm1まj立物包

含!初とl司じ砂!脅から成るI而であった。 この Zつのii2・椛

l止i削船からiliJJrl'に向う椛で、途中交廷し 、切 り合うも

のである 。切り合いの関係l立、古杭11寺代'.1'JYJから奈良

時代までの椛が、 ~j‘生'"げて rl'JYI の泌を-t;/J っているとい

うl刻1系であ うた。

，'Hニiょしたi立物ti、ゴ:昔，;;:の{也に*総及び11総も多日に

w止している。特に弥生時代rl'lYJの桃からは 、石包丁

や:rij~~， . 1';斧などが:1.¥土し、前打tu.y代から夜良時代ま

での泌からユドJ，(.が多五::に出土した。

昭和60年度及び61年伎の i附炎よけ、検出された dl~か

らの，'11土造物の状態などから、付近に 、しか もiMJ1r:H!IJ

のITI!むに、弥生時代rt'Wlか ら奈良11年代までの集孫湖、が

あるのではないかと ，行えられる。

( 014);ぶれ県文化!!1f~~ ，l使協会 告を良 俊哉)

59.多量の土器と土器棺墓等検出

主主主幸市定、那 志那湖底遺跡(;:官、那爾その 2工区)

当j立問;t;t昭和156年!支以来、m次い でJ月ftが行なわJ.l

ているが、今1111の調 1'f.地点は j立納:の f~j限である必山川1

1ニj!i:<、 1)~ iIiJJ である千測を j杉1来する ，'IYMHJLl:.tニ fii: ij'，'

している の W.~1tN \j{ii'i i約 はが:) 1.800mであヮた。

J:lL地表より 1. 5 川 f'，U.'1 -ドがゥ た t!~ ，~':j83 . 5 J11付近に jj

遺跡全景
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いて茶偽色"~純土1M が検出され、この1Mからは木総数 られる。また、古~~IH~免主主神主と万年;m宝を除< 10秘

J立が出土したo ~見イじのところ、これらの木骨量の年代毒事 の皇草月十二銭が峨認された.特に以下ではあまり出土

については明らかにしえない. 例のない決状J.f飾l卓、先形品(i11"1i製)と半分欠航し

これより下層においては、徳商82.7mで縄文時代晩 たιの (五倣製)の 2}，況が出土している.

期}の良好な包含1Mを検出した.包含J将下には当時の生 北萱i盆跡でのi立物IJ:、多';0:にしかもそのほとんどが

括的iL確認され、 JU筒よリ西北に仰ぴる自然堤防状の 砂府から出土しているに Lかかわらず完形品が多〈 、

砂殿上を中心に、当時の人々は生活を営んでいたらし 僚l演を受けている ιのがあまリ見られない.砂R習が北

川のi~~による流 l:のJlt制作mの結集て・あると々える

検出治的としては、す:*ifi;~~ 2 J民をはじめ、土諸島ゃ ならば、当j立跡よりあまリi:i!くない [:iAU6tのどこかに、

ビット鮮があげられる.土lA9(について lま土習量J十武装ーとは これらの造物を 'l~み :l\した人々の拠点となるべき遺跡

Il"同時JUJのオ.崎町 ~Irt:の可能性がみ・えられる。ピットは が干子化するものと巧・えられる.

径20-30cmのものがセ{，.j.:であるが、残念ながら住居跡 ( QlÐ i益代以文化財保，l~協会 三宅 弘)

として1!flftfC.にすることはで与なかった。

今日の調子千Eで!H-Iょした縦文土日誌はコンテナ約50fUで

あるが、その会てがH免JUJiiil半 WH'IAI-III式mJ)の

Lのであリ、まとま った資料として此震である。また、

H白羽]5911ミ!交にi'l'{-l-ぃ 400川の地点を剥jをした際にも、

はば|詰JII寺mJのゴ二日誌れ;';~'~仰が検出されて必リ、付近一帯

が当11与の生i沼紛:であ勺た可能性をイTする.

(QI抗議1'ltlf~文化財保必協会 41・上 洋介}

60. r三宅J r三雲」 の墨書土器出土

草津市矢矯 北董遺跡

~t~を i也務{孟 I，\:ì Jllf; '̂僑町地先に{立ii'iする遺跡である。

~t Jllrï慌の j兵偽造以西-{l\'に広がリ、 JIUi御念illi事と

後している.本年度の訓ftl主、 sNトレンチ .Aトレ

ンチ ・BU-lトレンチ ・BIII-1トレンチについて

行われた.足nv;は A 卜b ンチで地表下1.8m、他では

2.5mをJNる所で u付泌総I(tiが検出され、下1M;立精i1Ii

はそれぞれよリ 0.3-1 mf"，~皮下から発見されている 。

Aトレンチを除〈各トレンチからは、 i必絞する形で!日

伊fi過が 2~長と -1'. 1'/.:が数 l' ぷ.rR::1¥された。 Aトレンチか

らは、i品・締u列 ・J二l

11.:と11I iiif滋が倹:1¥さ

IIている。

i位物lまtilli文:-z鍬瞭f介T 
H 

して、水総 ・li総 ・

1・製品 ・Ili絞っ争が:11
j二した.サ:?:-~lまん-均i

11年代の Lめが中心で

あるが、「三宅J r三

雲」とおtめる鳴，I~ 1: I 
総 L発見されている .1¥ ~~し\1 . 1 ， 
柑では、成:I~ ・ ド 1 "-~~1 1 ~ 

駄 ・1111物等、行総で I .... 一一十 軍 | 
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今回、 1(IIIJ 7 ンション他校 lンJ ~に先立ち iU，\I.fi.を実施

した中沢法制:は、，';qIt~)(の」じを if，Ulふw!山川が形成し

た微沿ij也Jニ lニ立地する ~1; / 1:.I~r代~・(<安H寺代にかけての
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調王をの紡梨、 !./Sit;の検:11に11"Eらず、効:1:.11寺代後期

の自然河川 ~13粂の他、時JUJ不lI)j の 1:物、林火を検出

したにとどまった.水路内からは、J(((壬 3-5cmの杭;
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るための穿イしか泌iされている.②必を';1<る似の部分と
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